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 本研究では、急性期病院において化学放射線治療中の頭頸部がん患者で、リハビリ  
テーション科への処方のあった 21 名を対象とした。1 日あたりの理学療法実施単位数  
（総実施単位数/平日の在院日数）と下肢伸展筋力、握力、体組成の評価を行った。測 
定は理学療法開始時と退院時に実施し、各指標の変化量を算出した。各指標における関 
連性について Pearson の積率相関分析を実施した。 
【結果】  
対象は 21 例での平均年齢 66.9 歳、在院日数 56.7 日、1 日あたりの理学療法の実施単
位数は平均 0.765 であった。主治療はセツキシマブ併用放射線療法（ BRT）6 名、化学放
射線療法（CRT）10 名、放射線療法（ RT）単独 5 名であった。診断は喉頭がん 5 名、上咽







られる。その要因として、頭頸部がんに対する CRT や BRT の有害事象として、粘膜炎や
皮膚炎はほぼ必発であると報告されており、発熱や悪寒、倦怠感等のインフュージョンリ
アクションも生じやすい。その中でも理学療法を実施することは、筋力の維持・向上に有
効である可能性が本研究結果より示唆された。  
 
